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第１章 調査の目的と実施概要

１．調査の目的

本調査は、令和９年度～11 年度までを計画期間とする「南丹市高齢者福祉計画・第 10 期介護

保険事業計画」の策定にあたり、市内の高齢者等の生活実態や健康状態等を把握し、これを計

画策定の基礎資料とするために実施したものです。

２．実施概要

(１)調査方法

調査は、郵送による配布、回収により実施しました。

(２)調査の対象者と配布数

調査の対象者と配布数について、整理すると次のとおりです。

(３)抽出基準日

令和７年 11 月１日

(４)調査期間

令和７年 12 月

調査名 対象者 配布数
回収数

回収率
Web 紙 合計

介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査

65 歳以上の

要介護認定者

１～５以外

3,000 182 1,700 1,882 62.7％

在宅介護実態調査

在宅で生活してい

る要支援・要介護

認定者

800 - 360 360 45.0％
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第２章 ニーズ調査結果概要

○ 回答属性（ニーズ調査）

女性の回答割合が８ポイント程度増加。また年齢層で最も高いのは 75～79 歳。

50.2

58.0

48.9

41.0

0.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

男性 女性 無回答

16.6

22.1

26.3

17.4

9.8

5.6

1.1

0.2

1.0

15.8

24.8

22.5

17.8

13.1

4.3

1.1

0.0

0.7

0% 20% 40%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

無回答

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

40.1

40.6

27.5

26.0

17.7

17.8

14.1

14.9

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

園部町 八木町 日吉町 美山町 無回答

82.7

88.1

0.7

0.6

14.2

8.9

1.1

2.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

認定は受けていない 総合事業対象者 要支援１・２ わからない 無回答

性別

圏域

認定状況

年齢
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１．あなた自身について

経済的に『苦しい』はやや減少。仕事をしている人は約３割で、その理由は「生活費

を稼ぐため」が最も高い。

10.7

10.5

26.8

28.0

52.3

50.5

4.9

4.5

1.1

0.7

4.2

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

14.5

17.0

9.5

0.4

56.0

2.7

0% 20% 40% 60%

自営業・会社員

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

求職中

無職

無回答 R7(n=1,882）

34.8

17.2

11.5

9.5

5.5

5.2

2.8

3.0

10.5

32.1

17.7

8.5

12.2

3.2

6.3

2.3

2.0

15.6

0% 20% 40%

生活費を稼ぎたいから

健康な状態を維持したいから

社会に関わり続けたいから

働くことに生きがいを感じるから

仕事をする時間があるから

これまでの経験や技術を活かしたいから

ローン等を返済する必要があるから

その他

無回答

R7(n=600）

R4（n=648）

経済状況

収入のある仕事

をしているか

仕事をしている

（したい）理由
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２．外出について

昨年と比べて外出が『減っている』は、6.3 ポイント減少。外出が減少している理由

は、「足腰などの痛み」が約半数。生きがいがある人はやや減少。

4.9

5.2

24.2

30.2

40.3

34.1

28.9

27.6

1.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 無回答

46.2

21.4

20.1

14.6

13.1

12.6

7.5

4.7

3.5

14.4

5.7

39.8

16.2

12.5

12.2

10.8

8.5

6.3

4.0

1.7

54.6

8.5

3.7

0% 20% 40% 60%

足腰などの痛み

外出する交通手段がない

外での楽しみがない

病気

トイレの心配（失禁など）

経済的に出られない

耳の障がい（聞こえの問題など）

目の障がい

障がい（脳卒中の後遺症など）

コロナへの感染予防で控えている

その他

無回答

R7(n=548）

R4（n=648）

54.6

56.0

39.7

36.2

5.7

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

生きがいあり 思いつかない 無回答

外出回数

（昨年比

較）

外出回数減少の

理由

生きがい
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３．地域活動への参加状況について

月１回以上の地域活動への参加状況は、“スポーツ関係”や“趣味”で 15％以上とな

っており、前回（R4）と比較すると、“趣味”がやや増加。企画運営として地域活動

へ「参加したくない」が５ポイント程度増加。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① ボランティアのグループ

② スポーツ関係のグループやクラブ

③ 趣味関係のグループ

④ 学習・教養サークル

⑤ 介護予防のための通いの場

⑥ 老人クラブ

⑦ 町内会・自治会

⑧ 収入のある仕事

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

1.2

2.0

24.2

26.7

58.0

52.8

6.7

6.7

9.9

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

週４回
以上

週２～
３回

週１回 月１～
３回

年に
数回

参加し
てい
ない

無回
答

月１回
以上

月１回
以上

 ① ボランティアのグループ 1.0 1.1 1.9 6.4 9.7 64.2 15.7 10.4 8.3
 ②　スポーツ関係のグループやクラブ 2.4 4.4 4.9 4.9 6.0 62.4 14.9 16.7 17.2
 ③　趣味関係のグループ 1.2 2.8 3.9 11.3 7.9 58.5 14.5 19.1 17.8
 ④　学習・教養サークル 0.3 0.5 0.9 3.7 5.8 71.7 17.1 5.4 5.9
 ⑤　介護予防のための通いの場 0.3 2.7 3.7 6.0 6.2 66.8 14.3 12.7 10.3
 ⑥　老人クラブ 0.2 0.1 0.5 3.0 15.2 66.0 14.9 3.8 5.0
 ⑦　町内会・自治会 0.3 0.6 1.3 8.7 35.5 39.4 14.2 10.8 10.7
 ⑧　収入のある仕事 12.6 8.8 2.3 2.7 4.6 53.9 15.2 26.3 26.3

（R4

地域活動等への参加状況

地域活動へ企画・

運営参加したいか
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４．助け合いへつながりについて

日常生活が難しくなった際にしてほしいことの上位は、前回（R4）と変化がない。た

だし、「災害時の手助け」は６ポイント程度増加。心配事や愚痴を聞いてくれる人が

「いない」がやや増加。

54.3

38.4

36.8

25.2

18.5

12.7

2.9

5.0

2.0

48.5

34.4

35.2

26.6

19.6

12.8

3.0

4.2

3.4

0% 20% 40% 60%

配偶者

別居の子ども

友人

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣

その他

そのような人はいない

無回答

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

日常生活が不自由

になった際に近所

や地域にしてほし

いこと

心配事や愚痴を聞い

てほしいこと

43.4

42.2

36.8

26.4

25.9

24.7

23.5

18.2

16.5

2.8

2.0

18.3

4.9

40.7

36.5

38.8

27.3

23.7

23.3

19.4

16.5

17.3

3.2

2.3

19.1

6.5

0% 20% 40% 60%

安否確認や声かけ

災害時の手助け

通院や外出の手助け

家事手伝い（買い物や掃除など）

ゴミ出し

話し相手

雪かきや屋根の雪下ろし

電球の交換や庭木の手入れ

役所や金融機関の手続きなど

ペットの世話

その他

特にない

無回答
R7(n=1,882）

R4（n=1,829）
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５．健康・幸福度について

健康状態や幸福度について、前回（R4）と比較して大きな変化はない、もしくは同

じ。

平均点 6.90 点

（前回（R4）：6.90 点）

8.1

10.1

67.9

65.7

19.0

18.3

3.6

3.3

1.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

11.9

8.8

21.2

16.4

9.1

20.2

3.6

3.5

1.0

0.4

0.4

3.6

10.8

10.1

20.1

15.3

10.1

20.7

3.2

3.1

1.0

0.3

0.3

5.0

0% 10% 20% 30%

１０点 とても幸せ

９点

８点

７点

６点

５点

４点

３点

２点

１点

０点 とても不幸

無回答

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

健康状態

幸福度



- 8 -

６．地域包括支援センターについて

地域包括支援センターを『知っている』は、９ポイント程度増加。知ったきっかけ

は、「市の広報紙・ホームページ」が約４割。

15.5

11.9

15.0

13.4

18.8

15.1

27.9

29.6

19.0

22.0

3.9

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

相談等で利用したことがある

どのようなときに利用できるか知っている

場所、又は、連絡先は知っている

名前は聞いたことがあるが、場所や連絡先は知らない

知らない

無回答

36.8

23.4

16.9

13.9

5.1

0.2

10.7

18.8

0% 10% 20% 30% 40%

市の広報紙・ホームページ

家族・知人から聞いた

チラシやパンフレット

民生委員・自治会などの地域の人から聞いた

講座・イベントなどで知った

SNSで見た

その他

無回答

R7(n=1,882）

地域包括支援セン

ターの認知度

地域包括支援センタ

ーを知ったきっかけ
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７．認知症等について

認知症については５割が調べた経験がある。また、自身等が認知症になった際に「隠

す」方は１割未満。

成年後見制度の認知度は、“聞いたことはある”まで含めると４ポイント程度増加。

50.1

41.9

8.0

0% 20% 40% 60%

ある

ない

無回答
R7(n=1,882）

30.6

29.5

46.9

44.1

18.7

20.0

3.8

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

知っている 聞いたことはあるが、内容までは知らない まったく知らない 無回答

認知症について

調べた経験

成年後見制度の

認知度

8.9

82.8

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

隠すと思う（隠している）

隠す必要はないと思う（隠していない）

無回答 R7(n=1,882）

36.3

34.4

59.6

58.2

4.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

はい いいえ 無回答

認知症の窓口の

認知度

自身や家族が認知症

になった場合の行動
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８．高齢者への支援について

支援が必要になった際、「自宅や地域で過ごしたい」はやや減少。一方で、施設を希

望する方が増加している。

最期を迎えたい場所も「自宅」が減少。

44.6

47.7

7.2

7.1

16.8

14.5

23.5

20.7

3.1

3.1

4.9

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

一人暮らしとなっても、現在住んでいる自宅や地域で過ごしたい

一人で暮らすのは不安なので、現在住んでいる地域を離れても子どもや親族の家で過ごしたい

見守りや生活支援がある高齢者向けの住宅で過ごしたい（サービス付高齢者住宅 等）

特別養護老人ホームやグループホームなどの入所施設で過ごしたい

その他

無回答

35.5

34.0

13.7

13.2

43.6

37.2

7.2

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

充実している 充実していない どちらともいえない 無回答

最期を迎えたい

場所

市の高齢者在宅福祉

サービスについて

51.2

56.1

13.4

12.7

5.7

5.9

26.7

19.3

3.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7(n=1,882）

R4（n=1,829）

自宅 病院 施設 どこでもよい 無回答

支援が必要になった

際の生活について
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
運動器機能低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養口腔機能低下

認知機能低下

うつ傾向

全体

（ｎ=1,882）

65～74歳

（ｎ=729）

75～84歳

（ｎ=822）

85歳以上

（ｎ=313）

（％）

９．生活機能評価について

圏域別では、“美山町”が他の圏域と比較して、「閉じこもり傾向」「口腔機能低

下」リスクの割合が高い。

年齢別では、「うつ傾向」「低栄養」以外は、“85 歳以上”でリスク割合が増加。

圏域別

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
運動器機能低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養口腔機能低下

認知機能低下

うつ傾向

全体

（ｎ=1,882）

園部町

(n=754)

八木町

(n=518)

日吉町

（n=333）

美山町

(n=265)

（％）

年齢別
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0.3

0.6

24.4

41.6

20.8

7

5.3

0

1.1

25.4

35.9

22.7

9.9

5

0% 20% 40% 60%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

R７（n=356)

R4（n=362)

2.5

9.6

13.2

18.8

28.4

17.1

9.3

0.6

0

1.6

5.9

12.3

21.1

26.5

22.7

9.1

0.8

0

0% 10% 20% 30%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

無回答

R７（n=356)

R4（n=374)

第３章 在宅介護実態調査結果概要

○ 回答属性（在宅介護実態調査）

回答者は「男性」がやや増加。年齢では「85～89 歳」、要介護度別では「要介護２」

が多い。（前回と同様の傾向）

要介護度

41.6

38.2

58.4

61.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R７（n=356)

R4（n=374)

男性 女性

性別

年齢
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１．施設の検討状況・サービスの利用

施設等への入所の検討をしていない方は、４ポイント程度増加。一方で検討している

方の理由は「在宅での生活が不安」「在宅介護サービスのみでは不十分」が増加。

必要なだけサービスを利用できているかについては、「できている」が 6.9 ポイント

減少。「できていない」はやや増加。

13.3

11.7

49.4

56.3

27.8

24.3

9.4

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R７（n=360)

R4（n=375)

できていない できている どちらともいえない 無回答

43.5

39.5

32.3

21.0

20.2

4.8

6.5

4.0

50.0

28.6

24.5

18.4

31.6

3.1

7.1

2.0

0% 20% 40% 60%

家族が精神的・肉体的に疲れているため

一人暮らしや高齢者世帯のため、在宅での生活に不安を

感じるから

在宅介護サービスのみでは介護の負担が重く、不十分だ

から

入所まで時間（期間）がかかるので、早めに入所（入居）を

申し込む必要があるから

家族の仕事等で、在宅で介護を十分受けられないから

自己負担の費用が少なくて済むから

その他

無回答

R７（n=124)

R4（n=98)

申込み・検討している理由

59.7

55.5

25.8

26.1

8.6

13.9

5.8

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R７（n=360)

R4（n=375)

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

必要なだけサービ

スを利用できてい

るか

施設等への入所・

入居の検討状況
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２．必要なサービス・家族の介護頻度

必要なサービスは、「移送サービス」「見守り・声かけ」が上位となっている。

（前回と同様の傾向）

家族からの介護が「ない」が５ポイント程度減少。

20.0

18.6

16.7

11.9

8.6

7.2

6.4

5.8

5.8

3.1

25.0

26.9

22.4

18.1

18.4

11.7

11.5

9.6

11.2

8.3

6.7

3.2

29.6

20.5

0% 20% 40%

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

外出同行（通院、買い物など）

配食

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特にない

無回答

R７（n=360)

R4（n=375)

必要な支援・サービ

ス

18.9

23.5

6.4

11.2

10.0

8.8

4.7

4.5

44.4

43.2

15.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R７（n=360)

R4（n=375)

ない 家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある 週に３～４日ある

ほぼ毎日ある 無回答

家族の介護頻度
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70.3

60.1

51.4

32.6

31.2

27.5

26.1

22.5

14.5

14.5

11.6

13.8

3.6

0% 20% 40% 60% 80%

同じことを何度も聞くようになった

物の置き忘れ、しまい忘れが増えた

物や人の名前が出づらくなった

外出が億劫になった

金額の計算ができないなど一人で買い物ができない時があった

約束を守ることが難しくなった

食事したことを忘れるようになった

これまでなら腹が立たなかったことに、無性に苛立ちを覚えることが増えた

季節に合わない服を着るようになった

家族のことがわからなくなることがあった

帰り道がわからなくなった

その他

無回答 R７（n=138)

３．認知症について

認知症と診断された方は約４割で、きっかけは「同じくことを聞く」「物の置き忘

れ」「物や人の名前が出づらい」など、日常的に感じる内容の選択肢が高い。

成年後見制度の認知度は、「知っている」がやや減少。

成年後見制度の

認知度

認知症と診断

されたこと

認知症かもしれない

と思ったきっかけ

38.3

56.9

4.7

0% 20% 40% 60%

ある

ない

無回答 R７（n=360)

23.6

26.1

42.2

39.7

25.3

27.5

8.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R７（n=360)

R4（n=375)

知っている 聞いたことはあるが、内容までは知らない まったく知らない 無回答
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４．介護者の状況

介護者の状況は、「介護者が仕事を辞めた」がやや増加。勤め先からの効果的な支援

の上位は前回（R4）と大きな変化はないが、「経済的な支援」が大きく減少。介護と

仕事の両立については、「続けていくのは難しい」が減少。

55.5

8.9

3.4

1.3

0.4

4.7

26.7

59.4

6.7

3.1

2.4

0.4

2.0

26.0

0% 20% 40% 60% 80%

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が転職した

わからない

無回答

R７（n=236)

R4（n=254)

29.0

25.2

23.4

18.7

16.8

13.1

12.1

8.4

1.9

15.0

0.0

5.6

24.8

25.6

19.8

25.6

16.5

2.5

7.4

3.3

5.8

12.4

4.1

9.9

0% 20% 40%

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

介護をしている従業員への経済的な支援

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

R７（n=107)

R4（n=121)

過去１年の介護者

の仕事の状況

勤め先からあると

仕事と介護の両立

に効果的な支援
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現在、クロス集計等作成中であり、年度末に向けて報告書として、とりまとめ作業中です。

次回会議でお示し予定です。

11.2

63.6

12.1

6.5

0.9

5.6

10.7

57.9

16.5

6.6

1.7

6.6

0% 20% 40% 60% 80%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

R７（n=107)

R4（n=121)

介護と仕事の両立

について


